
一般社団法人ドレッセWISEたまプラーザエリアマネジメンツ

エリアマネジメント計画

一般社団法人ドレッセＷＩＳＥたまプラーザエリアマネジメンツ



1．たまプラーザ駅周辺のまちづくり｜次世代郊外まちづくり

「次世代郊外まちづくり」は、横浜市と東急株式会社が2012 年4月に締結した協定に基づき、東急田園都市線沿線の住宅地

が抱えていく様々な課題に対して、地域住民・行政・大学・民間事業者の連携・協働によって解決していく、従来にない住民

参加型・課題解決型プロジェクトです。住民ワークショップでの意見などを踏まえて2013年に「次世代郊外まちづくり基本構

想2013」を策定。年度ごとの実行計画として「リーディングプロジェクト」に取組み１歩１歩成果を積み上げてきました。

モデル地区

「次世代郊外まちづくり」の具体

的な取組みを先行して行うために、

「たまプラーザ駅北側地区（青葉

区美しが丘１・２・３丁目）」を

モデル地区として選定しました。

目指すまちの将来像

WISE CITY（ワイズシティ）

既存のまちが創りかえられ、良好

な住環境とコミュニティの持続と

再生が実現した郊外住宅地の将来

像を「WISE CITY（ワイズシ

ティ）」と名付け、目指すまちの

将来像として掲げています。・
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リーディングプロジェクト

「住民創発プロジェクト〜シビック・プライドプロジェクト〜」に

よってさまざまな地域活動が生まれました。また「まちぐるみの保

育・子育てネットワークづくり」による顔の見える場や「美しが丘次

世代ネットワーク情報連絡会」などの地域との情報共有の体制も構築

されました。

WISE CITY 実現に向けた取組

コミュニティ・リビング・モデル

歩いて暮らせる生活圏の中でまちの

機能を密接に結合させていく考え方。

このような住宅地がWISE CITY が目

指す住宅地の姿であると考えている。



たまプラーザ駅周辺での多様な主体によるまちづくり活動

たまプラーザ駅周辺においては、自治会や商店街など既存の団体やステークホルダーによる活動が継続されているだけではなく、新
たなまちづくり団体等によるさまざまな活動が創出され、展開されています。
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1．たまプラーザ駅周辺のまちづくり｜多様な主体によるまちづくり活動

町内会・自治会

商店街・商店会

小・中学校

大学

コミュニティ
カフェ

商業施設

市民活動団体

子育て支援団体

ローカル
メディア

中間支援団体

団体

共助の団体

歴史を紡ぐ団体

公共空間を
活用する団体

高校

季節のお祭り
イベント

マルシェ

まち歩き

講義

授業連携

活動の場
提供

物々交換

子どもの
主体のイベント

コミュニティの
ハブ機能

意見・情報
交換の場

パフォーマンス
ステージ

階段・遊歩道
の整備

交流会

コミュニティの
ハブ機能

ボランティア
活動

活動
凡例

清掃活動

防犯活動

情報発信



2．エリアマネジメント計画の名称

一般社団法人ドレッセWISEたまプラーザエリアマネジメンツエリアマネジメント計画

3．エリアマネジメントの対象エリアの位置、区域

一般社団法人ドレッセWISEたまプラーザエリアマネジメンツの取組み対象エリアは、「たまプラーザ駅北地区地区計画の地区整備

計画区域A地区（以下「美しが丘１丁目A地区」という）」としています。事業連携エリアは、おおむね次世代郊外まちづくり第１号

モデル地区の範囲としながらも周辺住民や関係機関と協議・連携の上、展開しています。
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エリアマネジメント
事業連携エリア



4．エリアマネジメントの中長期的な理念、目標
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理念

「次世代郊外まちづくり」のこれまでの取組み成果を活かし、地域の課題解決や魅力向上に向けて、美しが丘1丁目

A地区の地域利便施設のスペースや施設運営事業者のノウハウを相互に活用し、美しが丘連合自治会や地域商店街、

住民創発プロジェクト認定団体などの様々な地域活動とも連携し、エリアマネジメントの企画及びコーディネートに

取り組んでいきます。

目標

多世代が支え合う

コミュニティの創出

既存住民と来街者、転入者等、

これまでにまちづくりのステー

ジに登場してなかった層との交

流の場を創出する

情報プラットフォーム

「まちの掲示板」の構築

地域活動の見える化を進め

るため、地域情報の受発信

の場をつくる

遊歩道と商店街の

回遊性の向上

高低差のある遊歩道と商店

街を結ぶ貫通広場を活用し、

回遊性を向上させる

ソーシャルビジネスの

起業機会の創出

地域で生まれたソーシャルビジ

ネスに繋がる団体や活動の支援

により、ソーシャルビジネス化

の機会を創出し、地域内循環と

地域活動の持続的展開を促す

エリアマネジメントの

人材育成

エリアマネジメントに必要な

企画力等を持つ人材を育成す

ると同時に、住民活動の立ち

上げを支援し、担い手の広が

りを形成する

まちぐるみの保育・

子育てネットワークづくり

様々な主体が連携・協働して

いくための顔の見える場づく

りを通じ、子育てしやすいま

ちづくりを目指す

「コミュニティ・リビング」

モデル・プロジェクトの推進

健康まちづくり、学びの場、

各地域活動の拠点を形成す

る「コミュニティ・リビン

グ」の実践モデルをつくる

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅴ Ⅵ Ⅶ



5．エリアマネジメント組織の構成

ドレッセ WISE たまプラーザエリアマネジメンツの構成員は地

域利便施設所有者の「東急株式会社」「地域利便施設入居事業者

（テナント）」及び「マンション管理組合」です。

組 織 構 成

社員総会

6．エリアマネジメント組織の財務構成

ドレッセ WISE たまプラーザエリアマネジメンツの財務構成について

収支の構造は以下のとおりです。収入は大きく「会費収入」「エリマネ事

業関連収入」「エリマネ事業外収入」の３項目に分けて費目を示します。

支出は大きく「運営管理費」「活動費」に分けて、費目を示します。

種別 収入項目 備考

会費収入
正会員

地域利便施設等を所有し、議決権を有す
る会員からの会費

賛助会員 議決権を有しない会員からの会費 等

エリマネ
事業関連
収入

施設利用収入 貫通広場等の貸出料

事業受託収入 受託費 等

その他 広告料収入 等

エリマネ
事業外
収入

雑収入 視察料、講演料 等

収入

支出

種別 収入項目 備考

運営
管理費

業務委託費 税理士、ホームページ関連 等

租税公費 印紙代、法人税 等

諸経費 交通費、支払手数料 等

活動費 諸経費 印刷費、備品購入費 等

運 営 体 制

理事長・副理事長・理事

・マンション管理組合

・地域利便施設入居事業者（テナント）

・東急株式会社

理事会

監事

会 員

賛助会員

・マンション管理組合

・地域利便施設入居事業者（テナント）

・東急株式会社

正会員
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事務局
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7．エリアマネジメント事業の活動拠点「CO-NIWAたまプラーザ」

CO-NIWAたまプラーザは、歩いて暮らせる生活圏の中でまちの機能を密接に結合させていく“コミュニテイ・リビング”を具現する

地域利便施設です。

その実現のために「多世代コミュニティ交流機能」「身近な就労機能」「保育・子育て機能」という３つの機能を導入（①〜⑦）

また「１号施設／貫通広場（A）」「地区施設／広場（B）」「コミュニティ・コア（C）」を活用して事業を展開します。

貫通広場

コミュニティ・コア
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◆ 占有対象とする1号施設等の活用

0 10m

◆ 通常時 配置例

0 10

m

◆ イベント開催時 配置例

0 10m

原則としてベンチ・パラソル等を常設し、滞留空間を創出することで、賑わいの
創出、および周辺回遊の促進を図ります。

貫通広場等ついては、地区計画等で定められた歩行者用通路の幅員を確保しながら、
使用可能な空間を有効活用します。
必要に応じて誘導員等を配置し、快適で安全な歩行空間の確保に努めます。

※ 各配置例については、占有時の活用例を
示しており、運用上、什器の仕様や配置
を変更する場合があります。

7．エリアマネジメント事業の活動拠点「CO-NIWAたまプラーザ」
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段階
プレ段階

（～2018年度末まで）

第１段階

（2019年度～

2021年度）

第２段階

（2022年度～

2024年度）

第３段階

（2025年度～）

期間 ０〜３年 ４〜６年 ７〜９年 １０年〜

事業
展開

育てる 立ち上げまわす 広げる 展開する

WISE Living Labを
拠点とした
人材育成と

試行的取組み

美しが丘１丁目
計画竣工後、

地域利便施設を
活用した事業展開

商店街等の
賑わい創出
事業など
周辺展開

他の地域団体と連携した
エリアマネジメント事業への

展開

拠点
事務局設置場所：
WISE Living Lab

事務局設置場所：CO-NIWAたまプラーザ コミュニティ・コア

プレ段階は美しが丘１丁目計画が竣工するまでの間で、WISE Living Labを拠点とした人材育成と試行的取組み

を行いました。美しが丘１丁目計画竣工後の第１段階は、地域利便施設を活用した事業展開を行いました。第２段

階は第１段階の実績をもとに、商店街等の賑わい創出事業など周辺展開を行いました。第３段階は、これまでの実

績や成果をもとに、他の地域団体やステークホルダーと連携したエリアマネジメント事業への展開をします。

8．エリアマネジメントの持続的展開
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９．第3段階におけるエリアマネジメント事業

POINT｜地域利便施設入居事業者（テナント）による取組の推進

地域利便施設入居事業者（テナント）による地域と連携した取組や店舗内での自主イベント、また定期的な情報

共有の場を開催します。

地域イベントへの参加 地域で実施しているイベントやまちづくり活動等への参加を行います。

自主イベントの実施 店舗内でのセミナーや地域利便施設を活用したイベントを行います。

テナントネットの実施 テナント同士の連携を深め地域への貢献を検討する場を設けることにより
自主イベントの実施や地域イベントへの参加等を行います。

テナントネットの様子 セミナーの開催 地域イベントへの参加 まちづくり活動への参加
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POINT｜地域団体・ステークホルダーの活動支援

活動推進に必要な「モノ・コト」の提供

活動に必要なテントや備品などの貸し出しを通じ

て、地域団体やステークホルダーの活動の支援を

促進します。

“貫通広場”や“コミュニティ・コア” の活用や、地域のニーズに応じ、活動に必要な備品等の貸し出しを通じて、

地域団体やステークホルダーの活動支援を行い、エリアマネジメント活動等の担い手の広がりを形成します。

また地域利便施設の活発な活用により、遊歩道と商店街を結ぶ回遊性を向上させます。

活動推進に必要な「バ」の提供

貫通広場やコミュニティ・コア等の貸し出しによる

地域団体やステークホルダーに活動の場の提供を通

じて、活動の支援を促進します。

９．第3段階におけるエリアマネジメント事業

地区施設（広場）の活用 コミュニティ・コアの活用 テント等の貸し出し
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POINT｜多様な地域団体・ステークホルダーとの連携

情報共有ならびに事業連携のきっかけづくりを目的とする「美しが丘次世代ネットワーク情報連絡会」への参加を

通じ、美しが丘連合自治会や地域商店街、住民創発プロジェクト認定団体など、エリアマネジメントの事業連携エ

リアにおける多様な地域団体・ステークホルダーとの連携を促進し、多世代が支え合うコミュニティを創出します。

住民創発プロジェクト
認定団体

地域のNPO団体

美しが丘中学校

美しが丘東小学校

美しが丘小学校

地域住民等

美しが丘連合自治会

たまプラーザ
商店会

たまプラーザ
中央商店街

たまプラーザ
駅前通り商店会

東急モールズ
デベロップメント

東急百貨店 東急ストア

横浜市

一般社団法人ドレッセWISEたまプラーザエリアマネジメンツ

次世代郊外まちづくり

美しが丘次世代ネットワーク情報連絡会

we love tamaplaza

美しが丘連合自治会 たまプラーザ
商店会

たまプラーザ
中央商店街

たまプラーザ
駅前通り商店会

その他  団体

東急

９．第3段階におけるエリアマネジメント事業

イトーヨーカドー



POINT 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

地域利便施設
入居事業者
（テナント）
による取組の推進

地域団体・
ステークホルダー
の活動支援

多様な地域団体・
ステークホルダー
との連携

ドレッセWISEたまプラーザエリアマネジメンツ 年間事業計画

美しが丘次世代ネットワーク情報連絡会へ参加し、多世代が支え合うコミュニティを創出

自主イベントの実施

季節
イベント
（夏）

季節
イベント

(秋)

地域
清掃
活動

活動
参加

（例）

地域団体・ステークホルダーにCO-NIWAたまプラーザ（貫通広場・コミュニティコア）を提供し
地域活動やコミュニティ形成を支援

９．第3段階におけるエリアマネジメント事業

商店街
回遊

イベント

季節
イベント

(春)

地域のイベントやまちづくり活動等へ参加し、担い手の広がりを形成

活動
参加

準備
片付け
手伝い

準備
片付け
手伝い

テント
貸出

（例）

公共用地等を活用した商店街活性化イベント

季節
イベント
（夏）

季節
イベント
（冬）

季節
イベント

(春)

活動
参加

地域団体・ステークホルダーに備品等を提供し、地域活動やコミュニティ形成を支援

テント
貸出

テント
貸出

テント・机 貸出
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テナントネットの実施
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